
 
 
「がん対策日本一」に向けた取組の強化【一部新規】4 

 

                                広島の強みや基盤を活かす 

                         ■がん対策日本一に向けた取組の強化 

１ ねらい 

  「がん対策日本一」の実現を目指した総合対策の加速化を図るため，行政，県民，保健医療関係

者，事業者等の関係者が相互に連携協力し，県民総ぐるみとなったがん対策を推進する。 
 

２ 現状・課題 

 ○ がんは，昭和 54 年から死亡原因の第１位 

 ○ 死亡者数は全死亡者の約３割で，高齢化の影響等により罹患者数，死亡者数ともに増加傾向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 成果目標（ワーク 36-①,②,③,④） 

成果指標 現状値 目標値 
飲食店等の禁煙・分煙等の表示 （H26） 0.9％ （H29） 80％以上 

Ｃ型肝炎ウイルス検査陽性者の受診率 （H25） 70.7％ （H28） 75％以上 

がん検診受診率 
（40～69 歳） 

胃がん 
肺がん 
大腸がん 

（H25） 
40.5％ 
41.3％ 
37.2％ 

（H28） 
50％以上 
50％以上 
50％以上 

放射線治療提供体制の整備 
（広島がん高精度放射線治療センターの整備） 

（H26） 建築中 （H27） 運営開始 

 
４ 事業内容 

がん対策推進条例の施行（平成 27年 2月定例会上程）を踏まえ，県民総ぐるみのがん対策を一層推進 

◇ がん対策日本一推進事業（87,478 千円） 

◇ 広島がん高精度放射線治療センター整備・運営費（4,375,492 千円） 

（1）県民のさらなる意識醸成に向けた取組 

① 受動喫煙防止対策の推進（4,718 千円）【新規】 

がん対策推進条例における受動喫煙防止対策（平成 28 年 4 月施行予定）に関する，普及啓

発や飲食店等における禁煙・分煙等の表示の義務化を推進 

② 肝炎ウイルス検査啓発キャンペーン（1,450 千円）【新規】 

日本肝炎デーに併せた無料肝炎ウイルス検査や街頭啓発活動を実施 

③ 肝炎重症化・肝がん予防推進事業（11,907 千円） 

     慢性肝炎患者等に対する定期検査費用等の助成及び広島県独自の「肝疾患患者フォローアッ

プシステム」を活用した継続的な受診勧奨により，肝炎の重症化・肝がんへの移行を予防 

《主要死因別の死亡数の推移》 
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④ がん検診普及啓発強化事業（18,446 千円） 

がん検診啓発特使を活用した効果的な手法による情報発信など，「がん検診」への関心を呼

び起こす全県的な啓発キャンペーンを展開 等 

⑤ がん検診個別受診勧奨支援事業（29,724 千円） 

大腸がん検診未受診者への受診勧奨の取組効果を踏まえ，新たに女性特有のがん（乳がん，

子宮頸がん）検診を対象に加え，受診勧奨・再勧奨に取り組む市町への支援や，地域のボラン

ティアの活用など，実際の受診行動につながる取組を推進 

（2）企業との連携強化  

① Ｔｅａｍがん対策ひろしま推進事業（8,271 千円） 

がん予防，検診，患者団体支援，就労支援に取り組む「Ｔｅａｍがん対策ひろしま」登録企

業の拡大を図るとともに，その取組を支援し，地域全体でのがん対策を推進 

（3）医療の充実と医療関係者等との連携強化  

① 広島がん高精度放射線治療センター整備等(4,375,492 千円) 

平成 27 年秋の開業に向けて，引き続き，施設設備の整備 

などの準備を進め，開業後には指定管理者による運営を行う。 

・建設工事，施工監理，治療に必要な医療機器等の整備 

・開業前準備，開業後の管理運営 等 

② 肝疾患コーディネーターの養成・活用（1,100 千円） 

市町の保健師・企業の健康管理担当者等を 

「肝疾患コーディネーター（肝疾患患者等に適切なアドバイスができる者）」として養成 

③ がん対策サポートドクター・がん検診サポート薬剤師実施事業 (3,957 千円) 

身近なかかりつけ医や薬剤師を「がんよろず相談医」，「がん検診サポート薬剤師」として養

成し，検診の受診勧奨やがん医療ネットワークへの適切な紹介等を実施 

④ がん検診受診実態調査事業 (2,979 千円) 

県内医療機関に対する平成 26 年度がん検診受診者数調査の実施 

⑤ がん検診精度管理推進事業 (4,926 千円) 

市町が実施するがん検診の精度向上のため，専門家による評価や市町担当者等への研修実施 

 
 

緩和ケア  

○ 緩和ケア推進事業 (45,292 千円) 

がん患者とその家族が，住み慣れた身近な地域で，適切な緩和ケアを受けることができる体制づく 

りを支援（情報提供，総合相談，専門研修，在宅緩和ケア・施設緩和ケアの推進等） 
 

情報提供・相談支援  

○ 広島県ピアサポーター養成事業 (1,409 千円) 

がん患者等の相談支援を行うがん経験者等をピアサポーターとして養成，活用状況等の検証 

○ がん教育推進事業 (3,092 千円) 

がんと向き合う心と知識を養うため，学校教育への「がん教育」の導入に向けた取組を実施 

がん登録  

○ がん登録推進事業 (30,122 千円) 

がん情報の収集・登録，データ解析，データを活用した情報提供，全国がん登録の普及啓発 等 

 「がん対策推進計画」に基づくその他の主な取組 


